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233　　　　 精巣内 不 動精 子 を用 い た 卵細胞質内精

子注入法に お け る精子運動能の 賦活化 の 有用性
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の 多精子受精防御機構に 関する検討
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　［目的 ］非閉塞牲 無精子症 （NOA ｝に お け る 精巣

内運 動 精 子 を 用 い た 卵 細 胞 質内 精 子 注 入 法

（ICSI ）で は 良好 な治療成績が 多数報 告 され て い

る が 、不動 精子 で の 成績 に は 限界 が あ り、そ の

原 因 は 生 存精子 の 選 別 の 困難 さ に あ る 。

そ こ で 、不動精子 に 対す る 精子 運動 能 の 賦 活 化

の た め に カ リ ク レ イ ン （Ka ）処理 を施行後 ICSI を

行 い 、そ の 成績 の 解 析 か らKa 処 理 に よ る 生 存 精

子 の 選 別 の 意 義 と有用性 を検討 した 。 　［方 法｝

NOA で 精巣内不 動精子 を認 め た 不 妊夫 婦 （9症 例

9周 期）を対 象 と し た。GnRHa 併用 卵巣刺 激法 の

下 で の 採卵 後 、精巣組織（約 150 μ g）を採取 し培

養 液 （HEPES ・HTF ）内 で 細 切 後濾過（10 μ m φ）し

た。精 子 浮 遊 液 は ヒ ト 由 来Ka （4KU ／ml ）添加 培

養液内に移 し て 遠心 分離（1500rpm ．1hr）後 、　 Ka

添加培 養液 に て
一

回洗浄 しICSI に 供 した 。

　［成績］Ka 処理 後 も不 動精子 の み は 2 症例 （不 動

精子 群 ）で 、 7症例 （77 ．8 ％）に 運 動精子 が認 め ら

れ （運 動 精 子 群）、内2例 で は精 子 運 動 率が 40 ％ 以

上〔8／20 ，5 〆11 ）で あ っ た 。 ICSI （成熟卵 85 個）後

の 受 精 率 （前 核 卵 ／成 熟 卵 ）は 不 動精 子 群 の

12 ．5 ％ （2 〆16 ｝に 比 し て 運 動 精 子 群 で は

66 ．7 ％（46 ／69 ）と有意 に 改 善 さ れ た （p く 0 ．01 ）。

胚 移 植 は 不 動 精 子 群 で 1 例 の み 、運 動 精 子群 で

は 全例 実 施 で き内 2例 で は 余剰胚（N ＝12 ｝を凍結

保 存 し た 。運 動 精 子群 の 4 例（57 ．1％ ）が 妊 娠 し、

1例 は 健児 を得た 。 　［結論］Ka 処理 に よ る精 子

運 動 能 の 賦 活化 は 生 存 精 子 の 選別 の 新た な 手法

と して 極 め て 有用で 、不動 精子 の み の NOA の 治

療 成 績 向 上 に大 き く寄 与 す る こ と が 明 らか とな

っ た 。

［目的］卵細胞膜の多精子受精防御機構 に関 して

は未解明な点が多 い が、こ れ まで 、ヒ ト卵細胞膜

に も多精子受精防御機構が存在する こ とを報告 し

て きた e 今 回 、顕微授精卵お よ び単為発 生 卵細胞

膜 の 多精子受精防御機構 に 関 し媒精卵 との 比較か

ら検 討 した。

［方法］体外受精時に 得 られた未受精 卵を患者の

同意 を得て 使用 した 。 1）1day 　o 呈d 未受精卵 を

puromysin ユ0μ g加 1で 16時間培養 して 得 られ た前核

期 の 単為発 生卵およびICSI後16時間培養 し て 得 ら

れた前核期卵を 用 い た。pronaxeに て 透 明帯 を 除去

後 0．1 μ g加 IHo  hst　33342と30分間培養 、そ の 3 時

間後に媒精し、接着精子数、侵入精子数を蛍光顕

微鏡下 に検 討 し た。また、透明帯除去未受精卵を

媒精 し16時間後に得 られた前核期卵を同様に蛍光

染色し再媒精 した群 をcontrol として 比較検 討 した。

2 ）単為発生．1CSI卵 を10　pt　g！ml 　Lens　clllinaris

agglutinin （LCA ）に て30分間培養 し、表層粒を蛍光

顕微鏡観察 下 に検討した d

［成績］ 1 ） contro1 群（n＝ 25）で は精子侵入 は 2 卵の

み に 認め られ 、接着精子数、侵入精子数は 1．8± 0．3、

0．1± 0．01で あ っ た の に対 し、単為発生卵（n ＝ 22）、

ICSI卵（n ＝ 20）の 接着精 子 数、侵 入 精 子 数 は単為発 生

卵4．0± 1．2、3．0± 1．4、ICSI卵 4．2± 1．3、2．9± 1，0で

あ っ た。 2 ）単為発生卵、扈CSI 卵と も control と 同様、

表層粒 の 放 出が確認 された。

〔結論ユ単為発生卵お よ びICSI卵 で 精子侵入 が 認

め られた こ とよ り．卵細胞膜 の 多精子受精防御機

構 の 発現 に は 精子 細 胞膜 と 卵細 胞膜 の 接着、癒合

が重要で ある こ とが示唆 された。また表層粒 の 放

出 の み で は多精子 受精防御が作動しな い こ と が 明

らか と な っ た 。
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